
広報とままえ １月号　10頁

　新年あけましておめでとうございます。

　町民の皆様におかれましては、希望に満ちた輝かしい新春をお迎えのことと心からお喜び申し上げま

す。

　旧年中は、本会の運営並びに事業活動に対しまして、多大なるご支援とご協力を賜り、衷心より厚く

お礼を申し上げます。

　昨年は、長引くコロナ禍の中にあって、いかにして地域住民の皆様の普段の暮らしに寄り添っていけ

るのかを問い続けられた年であったと思います。私たちが基本としてきた「顔の見える関係づくり」が

これほど困難なことになるとは、想像すらしておりませんでした。

　幸いにして、町内では大規模な感染報告もなく、ワクチン接種も順調に進んでいるようで、手探りな

がらも、引き続き、ともに支え合い、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくりを推進してまいる所

存です。

　時代や環境が急速に変化する昨今ではありますが、本年も、役職員一同、地域住民の皆様の信頼、ご

期待にお応えするため、さらなる努力を続けて参りますので、一層のご支援、ご協力を心からお願い申

し上げますとともに、皆様方のご健勝とご多幸をからご祈念申し上げまして、新年のご挨拶といたしま

す。

　苫前町社会福祉協議会会長　大　井　一　弘　

鮫 苫前町社会福祉協議会会長より新年のご挨拶

　より多くの住民の皆様に赤い羽根共同募金運動の理解と参加が得られるよう、世代を問わず広く愛さ

れている苫前町イメージキャラクター「くまだとまお」を活用した、コラボピンバッジのデザインを募

集しています。

　苫前町在住・在勤の方であれば、年齢、プロ・アマを問わずどなたでも応募

できますので、社協ＨＰ又は社協事務局で応募用紙を入手、内容詳細を確認の

上、ご応募ください。応募締切は、令和４年１月28日です。

　審査では、採用作品賞１点及び入選５点以内を決定し、それぞれに賞状と、

副賞として、採用作品賞１点にはＱＵＯカード５千円分を、入選５点にはそれ

ぞれＱＵＯカード１千円分を贈呈させていただきます。

　なお、苫前町共同募金委員会

では、今年度のコラボピンバッ

ジをはじめ、「劇場版呪術廻戦

０」「初音ミク（雪ミク）」や北

海道の赤い羽根アンバサダー上

杉周大さんとのコラボグッズな

ども一定額以上のご寄付をいた

だいた方に進呈しておりますの

で、よろしくお願いいたします。

鮫 赤い羽根ご当地ピンバッジのデザインを募集しています

（前回 2021年デザインです）
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　「生活福祉資金貸付制度」は、他の貸付制度が利用できない低所得世帯や障がい

者世帯、高齢者世帯に対し、資金の貸付けと必要な相談・支援により、経済的自

立と生活の安定を図ることを目的とした公的な貸付制度で、厚生労働省の要綱に

基づき、運営されています。実施主体は北海道社会福祉協議会、相談や借入申請

等を苫前町社会福祉協議会で受け付けています。

　民生委員や社協により、相談から償還（返済）が完了するまで、貸付けを行うことが世帯にとって有効

か、貸付け後に困りごとは生じていないか等、世帯の自立に向けた継続した支援が行われます。

　現在は、新型コロナウイルス感染症の影響による生活困窮対策として、令和４年３月末まで、特例貸

付も実施されていますので、お気軽にご相談ください。

　※特例貸付に関するお問い合わせは、特例貸付コールセンター（フリーダイヤル：0120－321760）へ

　　受付時間：９時00分～18時00分（土日・祝日を含む。ただし、１月１日～３日を除く。）

鮫 生活福祉資金貸付制度のご案内

　社協では、高齢、障がい若しくは傷病等により歩行が困難な方であって、介護

保険制度等による車いすのレンタルや購入が困難な方に対して、車いすを無料で

貸し出しています。

　お貸しする車いすは、アルミ製の自走・介助兼用で、ノーパンクタイヤが採用

されたメンテナンスが容易なモデルです。また、折り畳みが可能ですので、自動

車への積み込みも簡単です。

　入退院、通院や旅行、又は制度利用の申請中などで一時的に車いすが必要で、

貸出を希望される方は、お気軽にお問い合わせください。

鮫 車いすを貸し出しています

　社会福祉法人苫前町社会福祉協議会の理事について、池田文敏理事が退任され、後任に開発法起氏が

12月16日付けで選任されましたのでお知らせします。

鮫 理事の交代のお知らせ

　12月10日、町内在住の75歳以上の独り暮らしの方を対象に、冬場

の引きこもり防止や孤独感の解消などを目的として「お楽しみ食事会」

を開催しました。

　冒頭、大井一弘社協会長と福士敦朗町長にご挨拶をいただいた後、

町保健福祉課の宮前保健師長に、食事の栄養バランスについてや正し

い手洗い方法などの感染症対策について講話をいただいてから、食事

を楽しみました。

　食事の後には、ビンゴ大会や来賓の渡部一男町内会連合会会長とのじゃんけん大会を実施し、参加者

の皆様には一喜一憂しながらも、楽しんでいただけた様子でした。お帰りの際には、参加賞として、参

加者全員に御神酒、鏡餅に蕎麦のセットをお配りしました。

鮫 お楽しみ食事会（赤い羽根共同募金助成事業）

　12月８日に第４回目のふれあい倶楽部を開催しました。

　今年度最多となる37名の参加で、午前中は西川加代子さんに講師を

務めていただいて「お正月飾り」づくりを楽しみ、午後からは社協職

員が講師となり「ふまねっと運動」を行いました。「ふまねっと運動」で

は、簡単なウォーミングアップから

始めて少しずつ難易度を上げてい

くと、中には混乱している様子も見

られましたが、終始笑いの絶えない楽しい時間となりました。

　なお、次回のふれあい倶楽部は２月８日に開催の予定で、「ひな祭り

飾り」づくりと「ふまねっと運動」を行いますので、皆様のご参加を

お待ちしております。

鮫 第４回ふれあい倶楽部を実施しました


